
 

 

 

市第 140 号議案 

「首都高速道路株式会社が高速道路事業の許可事項を変更することについての同意」について 

 

 １ 議案の趣旨 （議案書 221 ページ） 

 首都高速道路株式会社が行う高速道路事業について道路整備特別措置法第３条第

１項の規定に基づき国土交通大臣の許可を受けた事項の一部を変更するため国土交

通大臣に許可申請するのに際し、同条第７項において準用する同条第３項の規定に

より、首都高速道路株式会社から本市の同意を求められたので、これに同意する。 

 

 ２ 提案理由 （議案書 251 ページ） 

 道路整備特別措置法第３条第７項において準用する同条第４項の規定により、本

市が同意をしようとするときは、議会の議決を経なければならないため、提案する。 

                    ※根拠法令の条文は議案書 252～253 ページに記載 

 

 ３ 議案の概要 

  第１ 対象路線 （議案書 221 ページ） 

    (1) 神奈川県道高速横浜羽田空港（中区本牧ふ頭から鶴見区寛政町まで） 

    (2) 神奈川県道高速湾岸（金沢区並木三丁目から鶴見区扇島まで） 

    (3) 横浜市道高速１号線 〔三ツ沢線〕 

    (4) 横浜市道高速２号線 〔狩場線〕 

    (5) 横浜市道高速湾岸線 〔大黒線〕 

    (6) 横浜市道高速横浜環状北線 

    (7) 横浜市道高速横浜環状北西線 

 

  第２ 変更内容 （議案書 221～250 ページ） 

   〇主に次の事項を規定 

    ・対距離料金の額 

    ・車種区分 

    ・各種割引の適用対象、割引額、実施期間 など 
 

   〇実施期日：平成 28 年４月１日以降首都高速道路株式会社が別に定める日 

 

建築・都市整備・道路委員会 

平成２７年１２月１０日 
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 国、高速道路会社等の動き 国に対する本市からの要望など 

27 年１月 27 日 社会資本整備審議会 道路分科会 国土

幹線道路部会（以下、社整審）において、

『高速道路を中心とした「道路を賢く使

う取組」の基本方針』を公表 

 

27 年６月 15 日 

    18 日 

 国の制度及び予算に関する提案・要望 

・短距離の区間が利用しやすい料金と

なることや利用者の過度の負担とな

らないなどの配慮 

27 年６月 22 日  国に要望【九都県市首脳会議】 

・都心の通過交通の環状道路への誘導

や会社間乗継時の割高感の解消など

一体的で利用しやすいものとするこ

と。 

・利用者に過度な負担とならないよう

丁寧な説明とともに激変緩和措置等

を適切に講じること。 

27 年７月 30 日 社整審において『高速道路を中心とした

「道路を賢く使う取組」の中間答申』公

表 

 

27 年９月 11 日 国において「首都圏の新たな高速道路料

金に関する具体方針（案）」公表 

 

27 年９月 16 日  市会常任委員会で「首都圏の新たな高

速道路料金に関する具体方針（案）」

について概要を報告 

27 年９月 18 日 高速道路会社及び機構が「首都圏の新た

な高速道路料金の具体案」を公表し、同

時に意見募集を実施 

 

27 年 10 月５日 首都高速道路株式会社から本市に対し

て、高速道路事業許可を変更することに

ついての同意申請 

 

27年 10月 28日  国の制度及び予算に関する提案・要望 

・横浜新道・第三京浜道路利用者の負

担軽減のため、激変緩和措置の長期継

続や渋滞対策及び利用者の利便性向

上策の実施 
 

 

 

 

 

 

 

《参考》これまでの経緯 



  《参考》首都圏内の料金水準 （首都圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）（H27.9.11）
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首都高速料金について（案）

16

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

1,300

300下限料金

930

510

新料金

現行料金

上限料金

(km)

（円）

（注）通行料金はETC車の例

sysmente
テキストボックス
資料 ２－２

sysmente
テキストボックス
首都圏の新たな高速道路料金の具体案について（説明資料抜粋）（H27.9.18）

sysmente
テキストボックス
資料２－２



首都高料金　新旧比較表（横浜市に関わる料金・主な割引等）

今回の同意申請における料金 割引期限 《参考》 現 行 料 金

（　　）内は
平成32年度まで

【新設】
横浜都心部から都心環状線内の流出入について、現行の上限料
金９３０円（普通車）を上限とする。※湾岸線利用に限る

平成３７年度末まで ―

車両単位 拡充分（８％＋５％）は
平成３７年度末まで

最大２０％
（率は月間利用額による）

契約単位 平成３７年度末まで
１０％割引

利用額100万円/月超かつ車両１台
当たりの平均利用額が５千円/月超の場合

継続 平成７７年９月まで
神奈川県内利用の場合は２０％割引

湾岸線（大黒JCT～川崎浮島JCT間）利用の大型車

継続 平成７７年９月まで ５０％割引

継続 平成７７年９月まで ３９％割引

廃止
（料金水準の統一に合わせ、走行距離に応じた料金となるため）

―
空港中央、湾岸環八を利用する場合、料金距離を調整

（料金距離の計算経路に応じて、０～８．３ｋｍ調整）

廃止
（走行距離に応じた料金となり、短距離区間の料金が下がり、その

料金自体が現在の割引と同等の効果が期待できるため）
― 【NEXCOとの乗継割引】

短距離乗継の場合、普通車１００円、大型車２１０円割引

継続

 
主
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割
引
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都心流入・湾岸線誘導割引

大口・多頻度
割引

路線バス割引

羽田空港アクセス割引

会社間乗継割引

環境ロードプライシング割引

障害者割引（※現金車も対象）

項　　目

料金設定
平成７７年９月まで

（上限料金の引下げに
係る割引）

車種区分

（※） 実施期日：平成28年4月1日以降首都高速道路㈱が別に定める日

【
E
T
C
車
対
象
】

○５１０～９３０円（普通車）

【６ｋｍごとに＋約１００円】

（現金車は区間最大料金９３０円）

上限料金の引下げに係る割引含む

資料２－３

最大３５％
（中央環状線の内側を

通行しない交通）

○３００～１,３００円（普通車）

【高速自動車国道の大都市近郊区間の料金水準】
（現金車は区間最大料金１,３００円

ただし、放射線の下り方向の利用については、入口から

利用できる最大限の料金距離を適用）

軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車

２車種 1.0 2.0

○車種間比率（普通車1.0）

軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車

５車種 0.8 1.0
1.2

（1.07）
1.65

2.75
（2.14）

○車種間比率（普通車1.0）

最大３０％

拡充分（８％）は

平成27年度まで

平成27年度まで
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